
1 

 

令和 3 年度第 2回廿日市市廃棄物減量等推進審議会 議事録 

 

開催日時：令和 3 年 12 月 21 日（火）13：30～ 

開催場所：はつかいちエネルギークリーンセンター大会議室 

 

１ 開会 

 

 

２ 前回議事録の確認 

 前回議事録について全委員にご確認いただいた。 

 【決定事項】 

 議事録は、各委員の確認後、廿日市市ホームページに掲載する。 

 

 

３ 審議 １）審議会のスケジュールについて 

審議会のスケジュールについて全委員にご確認いただいた。 

  

 

３ 審議 ２）現計画の実施状況について 

【質問・回答等】 

委員  ：数値目標のうち、リサイクル率は、家電リサイクル法に係る廃棄物も対象として算

出しているか。 

事務局 ：リサイクル率は、家電リサイクル法に係る廃棄物を含めた値で算出している。 

委員  ：ごみ減量化施策について、効果の確認の欄は「効果が高い or効果が期待される」

と「効果が低い or 効果が認知されていない」と分けて記載する必要があるか。 

事務局 ：効果の確認が難しいところがあり、現状ではこのような記載としている。審議会の

ご意見を踏まえ修正したい。 

委員  ：現計画の数値目標のうち、「ごみ総排出量合計原単位」、「家庭系ごみ排出量原単

位」及び「リサイクル率」について、現時点で他の地域と比べた場合、どの程度の

水準にあるか参考値を示していただけないか？ 

事務局 ：内容を整理し、次回審議会にて提示する。 

委員  ：施策 No.3「市民・事業者交流イベントの開催」について、以前、廿日市市が小中学

生を対象にごみ減量アイディアの募集を行っていたとのことだが、現在は実施して

いないのか。 

事務局 ：継続的に実施していたが、現在は実施していない。今後は違う方法で取り組みを行

いたいと考えている。 

委員  ：施策 No.7「廃棄物減量等推進審議会の運営」の効果は、過去に実施した審議会の議

事録等を参考に、審議会で出た意見や修正事項等を踏まえ記載していただけない

か？ 

事務局 ：了解。追記する。 
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委員  ：No.8「公衆衛生推進協議会との連携」について、実際の数値等は出すことは難しい

かもしれないが、感覚的に連携を行っているか協議会の方に確認してはどうか。 

委員  ：公衆衛生推進協議会では、ごみ減量化に向けて活動はしているが、数量等の把握は

していない。 

委員  ：数値の提示は難しいとしても、減量化を行っているという実施状況を記載いただけ

ないか？ 

事務局 ：了解。実施状況を再度確認の上、追記する。 

委員  ：施策 No.12「レジ袋の有料化」について、レジ袋等を配布する事業者へ配布数等を

確認することはできないか？ 

事務局 ：一度、聞き取り先を含め、市内部で確認する。 

委員  ：施策 No.22「旧焼却施設の解体と跡地の有効利用」について、宮島清掃センターは

稼働しているか。 

事務局 ：焼却施設以外の施設は稼働中である。集められた可燃ごみは、はつかいちエネルギ

ークリーンセンターへ運搬し処理を行っている。 

委員  ：施策 No.24「最終処分場の延命化と維持管理」について、平成 28～30 年度で RDF を

製造していた廃棄物は埋め立てを行ったと仮定し、当時と現在の最終処分量を比較

し効果を確認していただけないか？ 

事務局 ：了解。内容を整理し、次回審議会にて提示する。 

委員  ：施策 No.26「不法投棄対策」について、防犯カメラの設置が一定程度有効であると

考えられるが、不法投棄が後を絶たないのも事実であるため、他に対策案があれば

提案してほしい。 

委員  ：大野地域では、不法投棄対策として防犯カメラを設置したことで、不法投棄が減っ

た事例がある。今後は住民にも情報が伝わるような工夫を行うことや公衆衛生推進

協議会や環境保健協会等とも連携していきたい。 

 

【意見】 

委員  ：リサイクル率は、RDF 化の有無による影響が大きいと感じた。現在の廿日市市のリ

サイクル率は 11.5％であり、今後リサイクル率が増加することが望ましいが、RDF

の製造を行っていない場合のリサイクル率としては決して低いものではないと考

える。 

委員  ：施策 No.1「市民への情報発信」について、数年前に紙おむつの実態調査を実施した

際、湿重量で可燃ごみのおよそ 10％であった。紙おむつを分別し、リサイクルする

ことでリサイクル率に寄与するのではないか。また、おむつ分別用の袋を無料配布

することで参加される住民の方も増えると考えられる。 

委員  ：施策 No.1「市民への情報発信」について、紙のごみ分別早見表ではなくアプリの使

用のみで十分という若者が多いと考えられる。紙媒体を配布する対象等を見直すこ

とで経費削減等につながるのではないか。 

委員  ：施策 No.3「市民・事業者交流イベントの開催」について、廿日市市環境フェスタへ

の参加者に対しては啓発ができたと考えられ、何らかの効果はあったと言える。 

委員  ：施策 No.12「レジ袋の有料化」について、実際に有料化を開始したことが効果であ
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ると言えるのではないか。 

委員  ：施策 No.12「レジ袋の有料化」は、レジ袋の削減だけでなく、市民がどの程度レジ

袋を購入しているのかを把握することも重要であると考える。 

委員  ：施策 No.14「正しい分け方を促進するための広報・啓発資料作成」、No.15「転入者

等への啓発」について、ごみカレンダーや啓発用パンフレットは、現在各区で作成

をしているが、自治体に参加されない方には行き届かない可能性があるため、行政

として不動産協会等と連携し、進めていただきたい。 

委員  ：施策 No.15「転入者等への啓発」について、現在、廿日市市では施策としてごみ分

別アプリを提供しているが、導入状況等としてアプリの開発業者やアプリ導入自治

体などの先行事例も参考にしてはどうか。 

委員  ：施策 No.25「災害廃棄物対策」について、既に「廿日市市災害廃棄物処理計画」の

策定を行っているため、効果はあったと考えても良いと考える。 

委員  ：施策 No.26「不法投棄対策」について、廿日市の特定のエリアで 1 カ月に 1 回程度

見回りを行っている。以前に比べ近年は不法投棄量が減ってきたと感じる。そのよ

うな実情を補足事項として記載してはどうか。 

委員  ：各施策のうち、効果又は認知状況の把握が難しい場合は、実施状況にて判断しても

良いと考える。 

委員  ：各施策の効果には、アンケート結果で得られた市民のごみの減量化に関する行動等

について記載してはどうか。 

 

 

４ 報告 １）アンケート調査結果（速報） 

アンケート調査結果（速報）について全委員にご確認いただいた。 

 

 

５ その他 

【決定事項】 

 第 3 回廿日市市廃棄物減量等推進審議会は、令和 4 年 2月に実施予定である。  

 

 

６ 閉会 

 

 

以上 

 


